
北進WEBゼミナール授業プリント「不定詞の特殊用法」 

D. too〜(for A) to do 構文 

 

意味）                    （（A にとって）あまりに〜なので＿できない） 

はじめに）「とても、あまりに、すごく」を表す 5 つの副詞 

「今日はすごく寒い」It’s v     [ s   / q     / p     / badly / terribly ] cold today. 

考え方）今日はすごく寒いのでプールには入れない。 

Because it is very cold today, we can’t swim in the pool. 

=It is       cold       swim in the pool today. 

★POINT「『too〜(for A) to do 構文』の特徴」 

① too 以外の副詞（so, very など）は使えない。 

② not がなくても「＿できない」という否定文になる。 

③ 必要な場合には「for A」が不定詞の前に入る。 

練習 A 日本文に合うように並べ替えなさい。 

(1) 私は忙しすぎて昼食を食べられませんでした。 

   [ too / eat / I / lunch / was / to / busy ]. 

(2) そのコーヒーはあまりに熱くて私には飲めなかった。 

   [ me / for / to / too / the coffee / hot / drink / was ]. 

(3) ジョンは走るのが速くて、僕は追いつくことができませんでした。 

 [ catch / fast / to / John / me / for / ran / too ]. 

(4) 彼らは何も言えないほど疲れていた。 

 [ tired / say / were / they / to / anything / too ]. 

(5) 彼女は不安で何ものどを通らなかった。 

 [ anything / was / eat / nervous / to / she / too ]. 

 

★POINT「『so〜that S’ V’』への書き換え」 

形） so〜that S’ V’…：とても〜なので S’ V’… 

※ この構文では too や very は使えず、so しか使えない 

※ too〜to からの書き換えの場合、that 以下に必ず can’t[couldn’t]が入る 

例 1 The man was too tired to walk. 

  = The man was      tired       he        walk. 

例 2 The coffee is too hot for me to drink. 

  = The coffee is so                             . 

★POINT「it はつける？つけない？」 

so〜that の that は接続詞なので、that の前後で 2 つの文が存在していることになる。だから、that

の後ろでも文が完結しないといけないので、drink の目的語である it が必要になる。 

練習 B ほぼ同じ意味になるように書き変えなさい。 

(1) The box was so heavy that the girl could not lift it. 

 = The box was (      ) heavy for the girl (      ) lift. 

(2) English is too difficult for me to understand well. 

 = English is (      ) difficult (      ) (      ) can’t understand it well. 


